
 

 

 

 

                                                         

                                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

平成 29 年 ４月号 （第 25 号） 
発行：ふくし岩手 発行人：千葉健一 

盛岡市高松４丁目 7-67 

TEL019-662-6672 

☎

        ふくし岩手が共催するうたごえ

喫茶は 3 月に 47 回を数えました。熱心な愛好

者による参加をはじめ、開始から約 6年に渡り 

リードボーカルを務めてくれた「日高俊治さん」

の存在は大きなものでした。国土交通省から復

興応援職員として岩手に派遣され 6 年間の勤

務を終え 3月末四国松山に帰省されました。 

3 月 12 日夜はうたごえ仲間と最後の合唱を行

い寂しくもにぎやかな送別会となりました。 

新年度を迎え何かと忙しい時期ですが間もなく

桜が咲き草花の息吹も感じる頃となりました。 

自然から元気をもらい頑張りましょう。（事務局）  

編集後記 

 

  昨年度から新たに始められたこの催しは、その道の専門家をお招きして、 

勉強会＆講師と参加者の交流会を通し教養を深めようとするものです。 

そのような折、昨年 12 月 7 日（日）に第 3 回、今年 2 月 15 日（日）に

第 4 回の教養講座が開かれました。会場を南大通り・喫茶「新湖月」に定

着化して開催されており、その第 3 回は、講師に森  三紗先生をお招きし

「雨ニモマケズからのメッセージ」と題して、宮沢賢治作品についての研

究のお話しをはじめ、つながりの深い父君森荘已池氏との交流の様子やそ

れにまつわる逸話などを織り交ぜてお話しいただきました。 

また、第 4 回は、郷土史に詳しい鈴木孝男先生を講師にお招きし、「盛岡

物語」の演題で盛岡城や石垣の歴史、街並みの発展について語られました。 

とりわけ、日頃から親しんでいる高松の池の成り立ちや桜並木の名所とな

った歴史にも触れていただき、とても興味深いお話となりました。 

この度の 2 回の講話には、多くの会員や市民が参加され熱心に耳を傾け、

質問や意見も活発に行われるなど、回を重ねるごとに教養講座は充実度を

増して来ています。 

 

 
 

平成 29 年 4 月 1 日号 

 

森先生（右奥）2016.12.7 

 

鈴木先生（右奥）2017.2.15 

ふくし岩手 

第５回 教養講座 

とき：2017 年 4月 12日(水) 

14 時～16時 

ところ：喫茶・新湖月 

講師： 七木田 玲子 先生 

（岩手教育会館 

こども教育相談室室長） 

演題：「今日の教育事情」 

会費：千円（珈琲＆ケーキ付） 

申込み締切：4/10(月)まで 

申込み先：事務局・佐藤まで 

電話 019—６８１—８６２０ 

 

 

昨年８月に急襲した台風 10 号

による大災害が発生した岩泉町

に対し、11 月 2 日、千葉健一代

表らが岩泉町役場を訪れ、ふくし

岩手と高松 4 丁目町内会からの

義援金をお届けしました。 

そのお礼状が伊達勝身町長か

ら届きました。左記にその写しを

ご紹介させていただきます。 

いまだ復旧が終わらない状況

に、被災者の皆様が一日も早い安

心な暮らしに戻れるよう切望い

たします。 


